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Ⅰ マルコによる福音書 12：1-12 の「ぶどう園と農夫」の譬え























イスラエルは旧約ではしばしば、神のぶどう園にたとえられる（イザ 5:1 -2 の他には、創






































また、マルコ 12 章 6 節の「愛する一人息子」は、1 章 11 節や 9 章 7 節で、イエスが神に
「私の愛する息子」と呼ばれる言葉を連想させ、この譬えの中で殺される息子とイエスを同定
させる 10。さらに、12 章 10‐11 節の「家を建てる者の捨てた石、これが隅の親石にされた。

























の人が」（a;nqrwpoj h=n oivkodespo,thj o[stij、21 :33）として、この人がぶどう園の所有者（主
人）であることを明示している。34 節では、マルコで「収穫の時期になったので」（12 :1）と






















































農夫たちから取り上げ、与える先がマルコでは「ほかの人たち」（a;lloij 12 : 9）とあるだけな



























「二人の息子」の譬え（21 :28 -30）、「ぶどう園と農夫」の譬え（21 :33 -39）、「婚宴」の譬え
（22 :1 -13）とそれに伴う問答（21 :31 -32, 40 -45）でのイエスの言葉は、一貫してユダヤの宗
教的指導者たちを辛辣に批判し 27、彼らが最初に神の招きを受け、神の意志を示されたのにそ




























































































































































































































































よる福音書を中心に」（東京大学博士論文,  2016 年 12 月）,  pp. 247 -255 でより詳細に論じてある。
3　Pheme Perkins, “The Gospel of Mark,” in Katharine Doob Sakenfeld (ed.) The New Interpreter’s Bible. vol. 
8 (Nashville :  Abingdon Press, 1995), p. 670；Craig A. Evans, Jesus and His Contemporaries :  Comparative 
Studies (1995. Boston and Leiden :  Brill Academic Publishers, 2001), p. 396.
4　Joachim Jeremias, The Parable of Jesus, trans. by S. H. Hooke, revised ed (London :  SCM, 1963), p. 70.　
5　Jeremias, p. 70.
6　Klyne Snodgrass, The Parable of the Wicked Tenants (Wissenschaftliche Untersuchungen zum Neuen 
Testament 27) (Tübingen :  J. C. B. Mohr, 1983), p. 74.
7　以下、タルグムが加えた変更については、Bruce D. Chilton, The Isaiah Targum, Introduction, Translation, 
Apparatus and Notes (The Aramaic Bible Vol. 11) (Edinburgh :  T. & T. Clark Ltd., 1987), pp. 10 -11 の英訳を参
照した。
8　Evans, p. 390.
9　Cf. Ben Johnson, “The Parable of the Wicked Tenants in Context :  Jesus’ Interpretation of the Song of 
the Vineyard in the Light of Second Temple Jewish Parallels.” E - text retrieved on 17 January, 2009 from 
http ://kilbabo.files.wordpress.com/2009/01/powt_in_context.pdf., p. 13
10　R. T. France, The Gospel of Matthew (The New International Commentary on the New Testament) (Grand 
Rapids, Michigan :  Wm. B. Eerdmans, 2007), p. 460.
11　D John R. Donahue & Daniel J. Harrington, The Gospel of Mark (Sacra Pagina Series 2) (Colllegeville :  The 
Liturgical Press, 2002), pp. 341 -342.
12　Jeremias, p. 72.
13　John R. Donahue, The Gospel in Parable (Philadelphia :  Fortress, 1988), p. 89.
14　John P. Meier, Matthew (New Testament Message 3) (Dublin :  Veritas Publications, 1980), p. 241.
15　Donald A. Hagner, Matthew 14-28 (Word Biblical Commentary 33B) (Dallas, Texas :  Word Books, 1995), p. 
621.
16　これを、イエスの刑死の状況に意図的に合わせたものと考えるのは、Arland J. Hultgren, The Parables of 
Jesus :  A Commentary  (Grand Rapids, Michigan : William B. Eerdmans, 2000), p. 372 : Hagner, Matthew 14-28, 
p. 621; Meier, p. 289 のように、これを単に異なる口伝伝承を反映しているためと考える研究者もある。ル
カはマタイと同じ順なので、ルカとマタイがマルコと異なる伝承を手にしていた可能性はあろう。
17　Jeremias, p. 29 は、その例として、ダビデがウリヤの妻バト・シェバを奪ったことに対する上記サム下
12 :5f. のナタンの叱責、その他、サム下 14 : 8f f, 列王上 20 :40, 他のイエスの譬えの中ではマタイ 21 :31、
ルカ 7 :43 を挙げている ;  また、 Craig S. Keener, A Commentary on the Gospel of Matthew (Grand Rapids, 
Michigan :  William B. Eerdmans, p. 1999), p. 514 も、Jeremias (Jeremias 同上書 1972 年版 , p. 29) を参照し
て同様の指摘をしている。
18　Hultgren, p. 373; Robert Gundry, Matthew :  A Commentary on His Literary and Theological Art (Grand 
Rapids :  Eerdmans, 1982), p. 430.
19　Ulrich Luz, Matthew 21-28 :  A Commentary, tr. by Wilhelm C. Linns (Minneapolis :  Fortress Press, 2005), p. 
43.
20　D. J. Harrington, The Gospel of Matthew （Sacra Pagina Series 1. Collegeville, Minnesota :  The Liturgical Press, 
1991）, pp. 389 -390.  この言葉は、イエスの死の責任をユダヤ人の子孫末代にまで帰すように理解されて、
ユダヤ人迫害の正当化に悪用されてきたが、誤った解釈である。
21　Snodgrass, p. 92 は「異邦人」の意味ならば、ev,qnei と複数にしたであろうと反対している。
− 68 −
22　Meier p. 245; Snodgrass, p. 90 は、このような見方があることを紹介して、「これがこの譬えのメッセージ
だとは信じられない」と不賛成を表明している。
23　Charles E. Carlston, The Parables of the Triple Traition (Philadelphia :  Fortress Press, 1975), p. 45 は、ただ異
邦人というだけではなく、実を結ぶ、キリスト教の教会、というように理解している。
24　Hagner, A. Matthew 14 -28, p. 617.
25　Warren Carter & John Paul Heil, Matthew’s Parables :  Audience-Oriented Perspectives (The Catholic Biblical 
Quarterly Monograph Series 30) (Washington, DC :  The Catholic Biblical Association of Americ, 1998), p. 164.
26　Snodgrass, p. 94 は、この見方。
27　Keener, A Commentary on the Gospel of Matthew, p. 507; Snodgrass, p. 93.
28　Marius Reiser, Jesus and Judgment :  The Eschatological Proclamation in Its Jewish Context, tr. by Linda M. 
Maloney (Minneapolis :  Fortress Press, 1997), p. 254.
29　1 デナリオンは、大体人ひとりの日当とされる。1 万タラントンは 6000 万デナリオンなので、彼の借金
は、家来が許してもらった 1 万タラントンの 60 万分の一に過ぎない。
30　splagcni,zomai の意味については、Helmut Köster, “spla,gxnon, splagxni,zomai, eu;splagcnoj, polu,splagcnoj, 
a;splagcnoj,” Theological Dictionary of the New Testament, vol. 7 (Grand Rapids, Michigan :  Eerdmans, 1971), 
pp. 548 -559; N. Walter “splagcni,zomai,” in Exegetical Dictionary of the New Testament, vol, 3 (Grand Rapids, 
Michigan :  Eerdmans, 1993), p. 265 を参照。
31　Rudolf Bultmann, “e;leoj( evlee,w evleh,mwn( evlehmosu,nh( avne,leoj( avneleh,mwn,” in Theological Dictionary of 
the New Testament, vol. 2 (Grand Rapids, Michigan :  Eerdmans, 1964), p. 478.
32　Craig S. Keener, The Gospel of Matthew :  A Socio-Rhetorical Commentary (Grand Rapids, Michigan/ 
Cambridge, U.K :  William B. Eerdmans, 2009), p. 205. ここで、Keener は、John A. T. Robinson, Can We 
Trust the New Testament? (Grand Rapids :  Eerdmans,1977), p. 32 を参照している。
33　この戒めの意味は、ユダヤ教の伝統では、二つ心無く（心の中に分裂があってはならない）、命（体に息
がある限り）を尽くし、資力を尽くして、恐れからではなく愛から神の律法を守りなさいとのことであ
ると理解されており、人が全人格的に神への愛に生きることを命じるものである（Cf. Sifre :  A Tannaitic 
Commentary on the Book of Deuteronomy, trans. from the Hebrew with introduction and notes Reuven 
Hammer, Yale Judaica Series 24 (New Haven :  Yale University Press, 1986), pp. 59 - 60; Bruce Chilton & J.I. H. 
McDonald, Jesus and the Ethics of the Kingdom (London :  SPCK, 1987), pp. 92 -93）。申命記 6 :5 は、LXX では
「心」には kardi,a、「魂」には yuch,、「力」には du,namij を用いている。マルコでこれが 「心 (kardi,aj) を
尽くし、精神 (yuch,j) を尽くし、(dianoi,aj) 思いを尽くし、力 (i,scu,oj) を尽くして」（12 :30）とされて
いるのは、この福音書記者が申命記 6 :5 の心と魂と力という 3 つの項目を 4 つに増やしたというよりも
むしろ、申命記における「心」を正しく表すためにギリシア語では kardi,aj ( 心 heart) と dianoi,aj ( 意
思 will, purpose) の両者が必要と考えたからであろう。マタイは evn o[lh| th/| kardi,a | sou kai. evn o[lh| th/| 
yuch /| sou kai. evn o[lh| th/| dianoi,a | sou. (22 : 37) と、「力」に代えてマルコの用いた「思い」dia,noia を使
用している。
34　Keener, The Gospel of Matthew :  A Socio-Rhetorical Commentary, p. 605
35　Luz, pp. 281 -282.
36　Hagner, Matthew 14-28, pp. 743 -744 や France, pp. 963 -964 は、ここでは、人間にとって最低限必要なもの
が挙げられているとして、キリスト教徒にかぎらず、そのような者さえも不足する人たちを考えている。
37　Donald A. Hagner, Matthew 1-13 (Word Biblical Commentary 33A) (Dallas, Texas :  Word Books, 1993), p. 395.
38　Matthe Poole, A Commentary on the Holy Bible, Vol. III :  Matthew-Revelation (1685; London :  The Banner of 
Truth Trust, 1963), p. 63.
39　Hagner, Matthew 14-28, p. 631.
（本稿は二松学舎大学平成30年度海外特別研究員として、ティンダルハウス聖書学図書館で
１年間の長期研究期間を与えられた成果の一部である。感謝とともにそのことを明記したい。）
